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は
じ
め
に

星
亨
の
政
治
基
盤
確
立
過
程
か
ら
政
党
運
営
に
つ
い
て
研
究
す
る
上
で
、憲
政
党
（
旧
自
由
党
系
）

の
党
内
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
一
つ
の
課
題
に
挙
げ
ら
れ
る
。

憲
政
党
は
明
治
三
十
一
（
一
八
九
八
）
年
六
月
に
自
由
党
と
進
歩
党
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
が
、

十
月
に
な
る
と
星
の
暗
躍
に
よ
り
党
は
分
裂
し
、
旧
自
由
党
系
は
憲
政
党
、
旧
進
歩
党
は
憲
政
本
党

を
結
党
す
る
。
そ
し
て
、
星
は
自
由
党
系
の
憲
政
党
の
総
務
委
員
（
定
員
四
名
）
に
就
任
し
党
内
運

営
を
主
導
す
る
立
場
と
な
る
。

憲
政
党
に
は
東
北
、
関
東
、
北
信
、
東
海
、
近
畿
、
中
国
、
四
国
、
九
州
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
団

が
存
在
し
た
。
自
由
党
時
代
に
も
地
方
団
が
存
在
し
、
先
行
研
究
に
よ
っ
て
、
そ
の
形
成
過
程
や
性

格
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
し
か
し
、
憲
政
党
の
地
方
団
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ
た
研
究
は
管
見
の
限

り
確
認
で
き
な
い
。

ま
た
星
と
対
立
し
た
土
佐
派
（
東
海
、
近
畿
、
中
国
、
四
国
な
ど
）
の
大
江
卓
が
、
憲
政
党
の
党

内
改
革
を
訴
え
た
意
見
書
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
研
究
も
管
見
の
限
り
確
認
で
き
な
い
。
大
江
の
意

見
書
を
分
析
す
る
こ
と
で
党
内
問
題
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

本
発
表
は
、
憲
政
党
の
地
方
団
の
性
格
、
党
内
問
題
の
二
点
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
党
内
構
造

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

一　

憲
政
党
地
方
団
の
性
格
と
位
置
づ
け

自
由
党
の
党
則
に
は
地
方
団
に
つ
い
て
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
党
の
公
的
組
織
と
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。
憲
政
党
の
党
則
も
自
由
党
時
代
と
同
様
に
、地
方
団
に
つ
い
て
明
記
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、

公
的
組
織
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

明
治
三
十
二
年
十
一
月
、
憲
政
党
の
協
議
会
、
評
議
委
員
会
が
行
わ
れ
、
総
務
委
員
選
挙
に
つ
い

て
話
し
合
わ
れ
た
。
そ
の
様
子
が
『
憲
政
党
党
報
』
二
十
四
号
（
明
治
三
十
二
年
十
一
月
二
十
日
）

に
掲
載
さ
れ
た
。
ま
ず
、
協
議
会
に
お
い
て
総
務
委
員
選
挙
の
選
挙
員
に
つ
い
て
「
総
務
委
員
の
選

挙
は
各
団
体
よ
り
三
名
宛
の
選
挙
委
員
を
設
る
事
」
と
決
議
さ
れ
た
。
そ
し
て
協
議
会
閉
会
直
後
に

評
議
員
会
が
開
か
れ
、
関
東
、
東
北
、
北
信
、
東
海
、
近
畿
、
四
国
、
中
国
、
九
州
、
北
海
の
そ
れ

ぞ
れ
代
表
者
三
名
が
選
挙
委
員
に
選
ば
れ
、
総
務
委
員
選
挙
を
行
い
、
星
亨
、
松
田
正
久
、
末
松
謙

澄
、
林
有
造
の
四
名
を
選
出
し
た
。

総
務
委
員
選
挙
の
選
挙
委
員
に
つ
い
て
「
各
団
体
よ
り
三
名
宛
の
選
挙
委
員
」
と
あ
り
、
そ
れ
が

各
地
方
か
ら
三
名
ず
つ
選
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
方
団
が
初
め
て
〝
党
の
公
的
組
織
〟
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
た
と
い
え
る
。
ま
た
、『
党
報
』
一
〇
号
（
明
治
三
十
二
年
四
月
二
十
日
）
に
は
、

東
北
と
関
東
が
「
提
携
し
て
政
権
の
均
衡
を
保
持
す
る
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
方
団
が
連
動
し
た

動
き
を
見
せ
て
い
た
。

二　

大
江
卓
の
党
内
改
革
意
見
書

大
江
卓
は
『
党
報
』
四
号
（
明
治
三
十
二
年
一
月
二
十
日
）
に
「
政
党
組
織
改
革
意
見
」
を
発
表

し
党
内
問
題
を
指
摘
す
る
。

・
地
方
団
体
の
決
議
に
よ
り
意
見
集
約
が
困
難

・
地
方
団
体
は
党
員
の
登
簿
、
党
費
徴
収
、
本
部
通
達
の
事
務
を
司
る
べ
き

・
中
央
部
は
地
方
の
希
望
を
斟
酌
し
反
映
す
る

・
首
領
ポ
ス
ト
の
設
置

・
首
領
補
佐
の
幹
事
ポ
ス
ト
設
置

大
江
は
党
内
の
地
方
団
の
動
向
を
問
題
視
し
、
地
方
団
は
党
執
行
部
の
指
示
に
従
う
よ
う
に
訴
え

る
。
さ
ら
に
、
首
領
ポ
ス
ト
を
設
置
し
、
総
務
委
員
に
よ
る
集
団
指
導
体
制
か
ら
の
脱
却
を
訴
え
る
。

大
江
は
憲
政
党
党
大
会
を
前
日
に
控
え
た
同
年
十
一
月
一
三
日
に
、
同
じ
土
佐
派
の
竹
内
綱
と
共

に
党
内
改
革
を
訴
え
る
「
意
見
書
」（
憲
政
資
料
室
所
蔵
「
大
江
卓
関
係
文
書
」）
を
作
成
し
、
総
務

委
員
に
提
出
す
る
。

そ
の
中
で
、「
小
人
統
制
ヲ
假
リ
以
テ
（
中
略
）
貨
利
ヲ
営
ム
ニ
」
な
ど
と
批
判
す
る
。
こ
れ
は

東
京
市
街
鉄
道
問
題
、
横
浜
海
面
埋
立
事
件
な
ど
の
利
権
に
絡
む
党
内
問
題
を
引
き
起
こ
し
た
星
ら

関
東
派
を
事
実
上
、
批
判
し
て
い
る
。
さ
ら
に
総
理
を
設
置
し
、
総
務
委
員
を
四
名
か
ら
十
名
に
増

員
し
、
総
務
委
員
に
よ
る
指
導
体
制
を
変
更
す
る
よ
う
に
要
求
す
る
。

た
だ
、大
江
、竹
内
の
意
見
書
の
内
容
が
党
大
会
で
議
論
さ
れ
た
形
跡
が
見
ら
れ
な
い
。大
江
は『
党

報
』
四
号
「
政
党
組
織
改
革
意
見
」
よ
り
も
、
こ
の
意
見
書
で
党
内
の
指
導
体
制
を
具
体
的
に
批
判

し
た
こ
と
か
ら
、
党
内
に
で
は
、
星
に
対
す
る
反
発
が
あ
っ
た
。

憲
政
党
の
党
内
構
造
に
つ
い
て
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三　

板
垣
退
助
の
党
内
に
お
け
る
位
置

大
江
は
「
意
見
書
」
の
な
か
で
総
理
を
設
置
す
る
よ
う
に
訴
え
た
が
、
党
内
の
有
力
者
の
う
ち
、

そ
の
適
任
者
は
板
垣
退
助
た
だ
一
人
だ
っ
た
。
つ
ま
り
大
江
は
板
垣
を
総
理
に
推
そ
う
と
し
た
の
だ

ろ
う
。
こ
の
時
の
板
垣
の
党
内
に
お
け
る
立
場
は
大
臣
経
験
者
で
あ
っ
た
た
め
、
総
務
委
員
待
遇
を

受
け
て
い
て
、
党
内
に
一
定
の
影
響
力
を
有
し
て
い
た
。

し
か
し
、
板
垣
は
明
治
三
十
二
年
六
月
以
降
、
東
京
市
街
鉄
道
敷
設
問
題
で
星
と
対
立
し
て
い
た
。

明
治
二
十
九
年
、
第
二
次
伊
藤
内
閣
に
お
い
て
、
内
務
大
臣
だ
っ
た
板
垣
は
東
京
市
内
の
鉄
道
は
公

営
と
決
定
し
て
い
た
。
し
か
し
、
明
治
三
十
二
年
六
月
に
な
る
と
星
が
東
京
市
内
の
有
力
者
を
一
纏

め
に
し
、
民
営
で
の
東
京
市
街
鉄
道
敷
設
を
画
策
す
る
。
板
垣
が
内
務
大
臣
時
代
に
決
定
し
た
事
項

を
星
が
覆
し
た
と
し
て
、
土
佐
派
が
反
発
し
党
内
問
題
に
発
展
す
る
。
板
垣
も
東
京
市
街
鉄
道
は
公

営
と
す
る
演
説
を
展
開
す
る
。
星
は
板
垣
の
反
対
運
動
の
対
応
に
苦
慮
し
つ
つ
東
京
市
街
鉄
道
は
星

ら
の
東
京
市
街
鉄
道
会
社
に
よ
る
民
営
と
い
う
結
果
に
終
わ
る
。

東
京
市
街
鉄
道
問
題
が
収
拾
し
た
後
の
、
明
治
三
十
二
年
十
一
月
の
党
大
会
前
に
、
板
垣
は
総
務

委
員
待
遇
辞
退
を
申
し
出
る
。

明
治
三
十
三
年
一
月
二
十
二
日
に
開
か
れ
た
、
憲
政
党
員
の
新
年
会
で
板
垣
は
演
説
を
行
い
「
余

は
近
来
暫
く
身
を
政
治
社
界
よ
り
遠
ざ
か
り
、
総
べ
て
政
治
上
に
関
す
る
問
題
は
、
之
を
我
党
後
進

の
同
志
諸
氏
に
託
し
て
」
と
述
べ
、
自
身
が
政
治
の
一
線
か
ら
退
い
て
い
る
と
自
身
の
立
場
を
説
明

し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
明
治
三
十
二
年
十
一
月
の
党
大
会
以
降
、
板
垣
は
積
極
的
に
政
治
に
関

与
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

お
わ
り
に

党
則
に
は
地
方
団
に
つ
い
て
明
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
総
務
委
員
選
挙
に
お
い
て
各
地
方
団

の
代
表
者
が
投
票
権
を
保
有
し
た
。
こ
の
こ
と
は
自
由
党
の
地
方
団
と
憲
政
党
の
地
方
団
の
大
き
な

違
い
で
あ
る
と
指
摘
で
き
、
地
方
団
が
党
内
の
公
的
組
織
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
で
、
そ
の

役
割
が
明
確
化
さ
れ
た
。

大
江
卓
は
党
内
問
題
を
指
摘
し
、
党
内
改
革
を
訴
え
て
い
た
が
、
そ
れ
が
実
行
さ
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
と
く
に
竹
内
綱
と
共
同
で
総
務
委
員
に
提
出
し
た
「
意
見
書
」
で
は
星
を
中
心
と
す
る
指

導
体
制
を
批
判
し
、
党
則
の
改
正
を
画
策
し
た
が
、「
意
見
書
」
が
党
大
会
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。

板
垣
退
助
は
総
務
委
員
辞
退
な
ど
一
線
か
ら
退
こ
う
と
す
る
な
ど
、
自
由
民
権
運
動
以
来
自
由
党

系
の
首
領
的
立
場
と
し
て
役
割
を
終
え
よ
う
と
し
て
い
た
。
ま
た
土
佐
派
の
拠
り
ど
こ
ろ
で
あ
る
板

垣
が
一
線
か
ら
退
こ
う
と
し
た
こ
と
は
、
土
佐
派
に
と
っ
て
は
憲
政
党
内
で
の
主
導
権
争
い
に
後
退

し
た
こ
と
を
意
味
し
、
対
立
関
係
に
あ
っ
た
関
東
派
の
星
亨
に
と
っ
て
は
党
内
基
盤
を
盤
石
に
す
る

好
機
を
得
た
こ
と
に
な
り
、
党
内
構
造
の
変
化
が
見
ら
れ
た
。

今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
憲
政
党
内
の
役
員
人
事
や
政
務
調
査
局
な
ど
の
党
内
組
織
の
構
図
を
精

査
し
、
各
地
方
団
が
ど
の
よ
う
に
そ
れ
ら
に
影
響
を
も
た
ら
し
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
付
け

加
え
て
お
く
。

（
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
史
学
専
攻
）




